














要約 マカク属サルの中枢神経系における神経成長因子(NGF)の分布と発達を調べる為,高

感度酵素免疫測定法を開発した。本測定法の測定限界は,0.5pg であった。またカニクイザ

ル中枢神経組織抽出液の各希釈液とマウス NGF の標準曲線には,平行性があった。 

成熟カニクイザル大脳皮質には,316.2±45.9(運動前野)一 561.7 士 130.8(下側頭回)pg/g

組織存在し,特に視覚関連領野には他の領野の約 1.4 倍存在した。海馬,視床下部,中隔野,

マイネルト基底核,尾状核,扁桃核及び小脳は,それぞれ 832.2±51.8,476.3±78.8,257.3

士 55.3,371.1±63.9,227.7±59.9,387.8±57.3 及び 366.9±112.7pg/g組織であった。脊

髄,小脳核,黒質は測定感度以下であった。 

NGF は,大脳皮質視覚野において,胎生 120 日から新生児期まで,又海馬では生後 60 日まで

に約 1.7 倍と増量した。一方小脳では胎生 120日から新生児期まで高濃度存在していたが,

生後 60 日では約 1/3 に減少し,成熟時とはぼ同量となった。 

以上,NGF は,霊長類中枢神経組織に存在し,その発達に深く関与する事が示唆された。 


